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「かたる。」や「かたるＴＶ」をきっかけに
政治に興味を持つようになる

若者の政治参加率ＵＰ！ 　若者の意見が反映され、
若者にとって暮らしやすい社会の実現

熊本ＬＯＶＥ県民の大量生産により
Ｕターン就職率ＵＰ

県外からも若者渡来
(Ｉターン就職 )

県内平均年齢が下がり、
活気が溢れる！

か た る。

【目的】

仕事などで忙しい若者の

政治への理解を深め、関心を持たせること

【内容】
‐1部‐　政治に関する情報

熊本県内の経済、教育・子育て、社会保障などの

地元の身近な問題を対立構造やメリットデメリットを

用いてわかりやすく記載する。

それによって情報収集のコストを下げ、

心理的なハードルを下げる。

‐2部‐　政治家に関する情報

立候補者のプロフィールやマニフェストを記載する。

マニフェストに関しては、チャートを用いて一目でわかるようにする。

具体的には

①社会保障②経済政策③雇用④子育て⑤教育⑥環境の 6項目について

各候補者が独自で持ち点 30 点を振り分け、

自分の思想に近いものにするというものである。

　【現状】

熊本県の 20 代 2014 年衆議院総選挙の投票率 28％

➡若者の意見が反映されづらく、

暮らしにくい社会になっているのでは？

Ｕ－Ｚｅｍｉ

かたる。
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熊本政治を、かたる。

熊本政治に、かたる。
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【課題】

投票に行かない理由で最も多かったものは『忙しく、行く時間がなかった』

政治に関して関心が多少なりともある人の割合は多い

➡参加する意識が低く、優先順位が低下してるのではないか

知識不足の解消、政治に対する

ハードルの高さを解消し、

政治へ積極的に参加する

インセンティブを付与することが必要！

かたるＴＶ。

【目的】

「かたる。」を開かせることによる、

熊本政治に対する興味喚起と住民の意見形成

【内容】
熊本政治に特化したクイズ番組。

出場者は 20〜30 代の熊本県民からランダムで選出。

各地域対抗戦という形式で行われる。

-地域区分 -

①玉名 ②鹿本 ③菊池 ④阿蘇 ⑤熊本市 ⑥宇城 ⑦上益城 

⑧八代 ⑨芦北地 ⑩球磨 ⑪天草 の 11 地域

- 特性 -

⑴有識者が問題について端的に解説する場が設けられる

⑵街頭インタビューの実施により、

　親しみやすさを出すとともに意見形成を促す

⑶リモコンやスマートフォンを用いた

  視聴者参加型の番組構成にする

かたる TV 参考画像

熊本が
元気に！！！


